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ット (1 回生 )，1 チップマイコンによる電子楽器 (2 回生 )，飛行船のラジコン制御 (3 回生 ) という課題
が設定され，約 60 名の学生が最終日のコンテストに向けた熱い 3日間を体験しました．
大学院では博士課程への進学率の低下が問題となっていましたが，修士博士一貫コース，副指導制，
GCOEによる経済的支援，海外派遣，研究室横断セミナーなどのさまざまな取り組みが効を奏し，改善
が見られています．これらの取り組みは他専攻や他大学の電気系専攻から注目されています．ただし，
GCOEは 2011 年度で終了を迎えるため，経済支援の財源確保が課題となっています．一方，教員，学
生の意識改革が進み，博士課程や若手研究者を前面に据えた活発な研究の場の醸成につながったことが
何よりの成果であったと感じています．
話は変わりますが，最近，吉田の電気総合館に隣接する旧変電所建物が，全学の研究施設として全面
改修されることになりました．工事期間中，騒音を避けるために電気総合館の講義室は使用を中止し，
代替教室で講義を行いました．しかし，学生からは早く電気総合館に戻して欲しいという希望が続出し
ました．40 年以上も前に建設された講義室ですが，学科の教育環境として見事に機能してきたことを再
認識した次第です．
再任によりもう一年学科長を勤めさせていただくことも制度的に許されておりましたが，工学研究科
や全学関係の業務との重複で十分職務を果たせない場面もあり，勝手ながら 2年で退任させていただく
ことになりました．新年度からは，小野寺秀俊教授が新学科長に就任されます．皆様には，引き続き電
気電子工学科に対し，温かいご支援とご教示をお願いいたします．
